
The Japanese Society of Plant Physiologists

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Plant 　Physiologists

3Ep − 7 　 　 　 　 ・ タ ス 皺 戦 含 ま れ る フ ・ ト ク ・ ム 依 存 レ タ ス 種 子 光

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　発 芽 阻 害 物 費 の 単 離 同 定

　　 　　　　 　　　 　　　井 上 康 則、　山 根 久 和 ＊、 中 山 真 義 叡 窩 橋 僭 孝 叡 古 谷 雅 概

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （柬 大 。 理 ・植 物、　零東 大 ・農 。農 化 ）

　 　 植 物 の 種 子 発 芽 に お い て・　種 皮 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る こ と は 良 く 知 ら れ て

い る （Bewley ＆ Black ’ B2 ）。 レ タ ス 種 子 光 発 芽 は フ ィ ト ク ロ ム 発 見 の 端 緒 と な っ た

現 象 で （Borthwick 　 e 七 al ， ， 52 ）、多 数 の 研 究 が な さ れ て い る が （see 　 Bewley ＆ Blac

k ’82 ）、 種 皮 （果 皮 ） の 役 割 に 関 し て は ほ と ん ど 知 見 が な か っ ぬ （Evenari ＆ Nek ’man

n
，52g　 lkuma 乱 Thimann ， 63 ）。 最 近 、我 々 は レ タ ス 種 子 果 皮 中 に 自 身 の 暗 発 芽 を 阻

害 す る 物 質 が 奪 在 し、　光 は こ の 陶 害 物 質 の 効 果 を 打 ち 消 す こ と に よ り発 芽 を 誘 導 し

て い る 可 能 性 を 見 い だ し ta （ Huang ＆ lnoue ． 16th 　 Ya 榔 ada 　 Conference ， 86 ＞。 今 回

は、　こ の 果 皮 中 の 難 芽 阻 霤 物 質 の 単 離 同 定 の 結 果 を 報 告 す る．

　 　 △＿：＿lzz −2LI 。　 ！69 果 皮 由 来 の 水 抽 出 液 に 対 し 溶 媒 分 画 を 行 い 、　申 性 ヘ キ サ ン

（NH ）、　申 性 酢 酸 エ チ ル （ NE ＞、　轂 性 酢 酸 ヱ チ ル （AE ）、　氷 （ AQ ） 分 画 に

分 け る と、　AQ 区 と AE 区 に 高 い 活 性 が 現 れ NE 区 に も 多 少 活 性 が み ら れ た。　こ の

内 AQ 区 の 浸 透 圧 は 約 80mMfKg と 高 く、　岡 等 の 浸 遜 圧 を 持 つ ソ ル ビ ト ー
ル 瀞 簸 も AQ

区 と ほ ぼ 岡 等 の 暗 発 芽 随 害 効 粟 を 示 す こ と か ら、　AQ 区 の 活 性 は 大 部 分 漫 透 圧 由 来

と 考 え ら れ た。　そ こ で AE 区 と NE 区 に 関 し て さ ら に 単 離 を 試 み た。

　 　 B ・AE 　 　 の
’
　 　 の 　 　 fi 　 　 AE 区 を 畦PLC 逆 相 ク n マ ト に か け る と．

活 性 は
一

つ の 分 画 に 集 中 し て 現 れ、　三 段 階 N の HPLC ク ロ マ F グ う ム は 2 つ の ピ ー ク

の み を 示 し、　生 理 活 性 は 主 ピ ー ク に 認 め ら れ た。 　こ の 際 の 主 ビ ー ク の リ テ ン シ ョ ン

タ イ ム は、　ABA の そ れ と
一

致 し た 。 　さ ら に 、　主 ピ ー ク の GC − MS の マ ス ス ベ ク

ト ル も ABA の そ れ と
一

致 し た。　市 販 の ABA 勘 馬 い て 暗 発 芽 抑 制 効 果 を 調 べ る と、

約 3xlO
”SM

で 70 −80 鑑の 発 芽 阻 轡 効 果 が み ら れ 、　AE 区 よ り 単 離 し た 分 画 中 の ABA 磁

（マ ス ス ベ ク ト ル か ら 擢 建 ）　よ り 計 算 さ れ た 1 ．2x10
− 6

鬥で 約 70X の 阻 害 効 果 と 良 い
一

致 を 見 た。　 き ら に、　ABA に よ る 暗 発 芽 阻 害 効 果 は 赤 色 光 照 射 に よ り 回 復 す る こ と

か ら， 　AE 区 に よ る 発 芽 阻 害 効 果 は ABA に よ り も た ら さ れ る も の と 考 え ら れ る 。

　 　 C ・NEx 　 の
t：
　 　 　 の ．　 百 　 　 　 NE 区 に 関 し て

も AE 区 と 同 様、　シ リ カ ゲ ル ク ロ マ ト、　三 段 階 の HPLC に

よ る 精 製 を 行 い、　GC − MS に よ り 同 定 を 行 っ ta。 　そ の 結 果、

1 ， 2 ， 3 ， 6 −t ， t ， a、h、v．．d ， 。 phth 、 li 、， id ， （ THPD 力曙 性 区 ここ 検 出 　 H
さ れ、　合 成 THPI に も 10 叫

鬥で 50 ％ 前 後 の 発 芽 阻 害 活 性 が

見 ら れ． 果 皮 よ り の 単 離 品 と 同 等 の 活 性 を 示 し ね 。 　ま た、　T

HPI の 阻 害 効 果 は 赤 色 光 に よ り 回 復 し た。　し か し な が ら・
　　 1

、
2

、
3」6−Tetrahydro

一

こ の 物 質 が レ タ ス 種 予 本 来 の 物 で あ る か 否 か は 現 在 不 明 で あ 　　phthatimide
る。

　 　 上 記 の 結 果 か ら、　フ ィ ト ク ロ ム に よ る レ タ ス 種 子 発 芽 誘 導 作 用 は、　集 皮 中 の A

BA の 発 芽 阻 害 作 用 を 打 ち 消 す こ と に よ り も た ら さ れ る 可 能 性 が 蒿 い と 考 え ら れ る・
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